
◎自己採点の誤差と判定の関係 

A：680 点～                    

B：650 ～ 679 点                

C：630 ～ 649点                      

D：610 ～ 629 点              

E：    ～ 609 点                 

no 

 
中間考査が終わったばかりですが、次の目標は期末考査。約 1か月間のスケジュールはできて
いますか。中間考査の結果を受けて、何を補強するか、伸ばすかを考えましょう。 

 

I. 入試学習会 6月 22日（火）、23日（水）、25日（金） 
すでに参加希望の学校に関するアンケートをとりましたが、各学校の入試概要や夏休みにどのよう

な勉強をしたらいいかなど、受験対策についてお話を聞く機会を設けますので、是非参加しましょう。 

 

II. 2021年度入試の結果（裏面） 

学校推薦型選抜で、一昨年までよりも多くの本校生が合格を勝ち得ています。まずは自分の志望

レベルを下げることなく、学校推薦型入試突破が目標。 

 
III. 進研模試 5月 29日（土）実施・・・以下の３つのことに注意しよう。 

(1) マーク式の試験では、解答形式に慣れておくことが大切。問題が完璧に解けていても記入ミ

スがあると、得点に結びつきません。 

 

 

 

 

 

(2) 実際の点数と誤差が出ないよう正確に自己採点をする。自己採点するためには、受験中

に、問題冊子に自分の解答を記録しておくこと。自己採点をミスすると、出願で大失敗の可

能性もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 苦手教科・科目、分野を洗い出し、補強しよう。 

 先輩の声１：数学は、どの分野からも出題されるので、苦手な分野があると大きな失点に

なります。そこで過去問から苦手分野の問題をピックアップし、対策することから始めまし

た。それに加えて、私はケアレスミスが多かったので、学校で使用していた基本的な問題

集で、計算力を確実につけていきました。 

 先輩の声２：私は国語、特に現代文が苦手でした。国語は、「主観的な読解をしない」「本

文と見比べ、選択肢のどの部分が間違っているのかを見極める」ということが大切だと知

ってからは、カンに頼らず、客観的な読解を心がけるようになりました。また、選択肢を消去

法で選ぶテクニックを覚えてからは、得点がアップしました。 

●自己採点結果 

655 点 →B判定 

30 点の誤差 

●実際の得点 

625 点 →D判定 

吹田東高校 46期生 ３年生進路だより  No.5 
～模試の3要素に注意：解答(マーク)の仕方・自己採点・弱点補強～ 2021/05/27 

◎マーク式の試験で起こりやすい記入ミス 

 受験番号や解答科目欄にマークを忘れる。⇒場合によっては、0 点になる。 

 選択問題の解答欄を間違えて記入する。⇒大量失点につながる。 

 途中から一段ずれてマークをしてしまう。⇒特にわからない問題を飛ばして解いた場合は要注意。 



 

 

 
 
 

IV. 先輩からのエール 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 

模試を受ける意味は、知識や思考力を高めること。それには日々の勉強が何より

も大切です。日々の勉強をするためには、体力と精神力が必要です。何が足りない
か考えて、今後の勉強を頑張りましょう。 

 

最終進路先 【大阪府立大学 生命環境科学域 応用生命科学類】 

合格先  関西大学 化学生命工学部 

        大阪工業大学 工学部 

        立命館大学 生命科学部 

 

高校３年生の４月に志望校が決まりました。最初のころは基礎的なことを覚えました。単元ごとに

問題集を解きながら文法や公式を身につけました。英単語はスマートフォンのアプリを活用すると

楽な気持ちで続けることができました。単語帳を使うときにも知っている単語が増えて覚えやすくな

りました。３年生で習う数学 III、物理は塾に通わせてもらって、夏前に学び終わりました。９〜１０月

頃までそのようなことを続けましたが、志望校の過去問は夏休みに解きました。時間は制限せずに

無理だと思うところまで考えました。復習に２〜３時間を使いました。 

秋から少しずつ入試問題を始めました。１日の分量を決めて解き、教科書や参考書を見て復習

することを繰り返しました。理解不足だったことをメモしたり、できなかった問題の類題を解いたりす

ると苦手な範囲を減らすことができました。疲れたら資料集や単語帳を３０分くらい見ていました。

決めた量を達成できなかった日は、気に病まずに翌日に回すようにしました。分からない問題や時

間の足りない問題も多くありましたが、たくさん繰り返していると直前になって慣れることができまし

た。入試の１週間前は２回目の過去問を解きました。時間は厳しく計って配分も考えました。１回目

よりは解きやすくなっていることで不安や緊張が和らぎました。 

高校１年生のころは進路がはっきりせず、成績は良くありませんでした。それを反省して２年生で

は授業内容を身につけることに努めました。帰ったとき、翌朝、週末にプリントやノートを見たり問題

を解いたりしました。遅れのある科目は、１年生や中学の範囲から始めました。一度覚えたことをす

ぐに忘れてしまったので、何度か復習して出来るようになることを目指しました。今、進路が想像で

きない場合でも、短くても時間をとって続けていると何か変わるのではないかと思います。 

進路のこと、勉強法や勉強内容のことなど困ったときは頼れば、どんな生徒に対しても吹田東高

校の先生は真剣に応じて下さると思います。大変なことが多くありますが、自分の納得のできる道

に進めるように願っています。 


